
 

     縄縄文文のの心心をを映映すすスストトーーンンササーーククルル  

- 縄文の円環を訪ねて – 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  
 鹿角 大湯ストーンサークル   鷹巣 伊勢堂岱遺跡     青森 小牧野遺跡 

 

  みなさんには どのように 映りますでしょうか  

         

　 　 平 成 1 9 年 7 月 作 成

　 　 　 　 　 　 　 平 成 2 1 年 1 月 整 理 改 訂 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　Mutsuo Nakanishi 



 
 縄文の遺跡を訪ねて 風来坊  縄文の円環遺構 レビュー – 

  
鹿角 大湯ストーンサークル と 青森 小牧野ストーンサークル 

みなさんには どのように 映りますでしょうか 

 

                      200７年 ７月    By  Mutsu Nakanishi 

 

○ 三内丸山縄文遺跡で、縄文人の精神世界を語る赤坂憲雄さんの講演に魅せられて、訪ねだした縄文 

集落の中心の広場に眠る祖先・死者をサークル状に取り囲んで住居を建てて暮らす縄文人 

そんな縄文人が作った「ストーン サークル」 

◎ ストーンサークルは縄文の心・世界観を映す  

◎「戦さ・穢れをしらず、死者を忌み嫌わず、心やさしき縄文人」  

そんな言葉にも魅かれています。     

ストーンサークルに魅かれるのはその円環ばかりでなく、日時計状遺構の存在  

この円環と石柱 これが何を表し、一体となってどんな縄文の心・世界観を表すのだろうか・・・  

 

「縄文人の心」が共同墓地のある広場を住居群が取り囲む

縄文の環状集落を作り上げ、「ストーンサークル」絆の象徴

とした共同墓地・共同祭祀の場を作る。北海道の周堤墓や

北陸・越後のウッドサークルも同じ趣旨であろうか????  

 縄文土器などにもこの「サークル」・「渦巻き」文様が繰り

返し描かれている。そして、このサークルを立体的に構造

化する「木柱」・「立石・石棒」の存在。 

 

この資料を整理している途中で ストーンサークル・立石

と木柱が建つ糸魚川市の縄文遺跡 寺地遺跡のジオラマを

見ました。縄文の集落はこんなだったのか・・・・・と今

まで見てきた縄文集落やストーンサークルなどをだぶらせ

ていました。 

この縄文人が残した「サークル」と「柱」・立石・石棒はどんな願いがこめ

られているのだろうか 

今 何を感じればよいのか 

  

今まで訪れた縄文遺跡を もう一度 引っ張り出して 

この視点で整理してみました。 

かつて、訪ねた縄文人の円環遺稿のアルバムを提供します 

皆さんには どのように映るでしょうか･････ 

 

  

                   

 

 

縄文後期のモデル ストーンサークルと周堤墓



縄文人の「円」と「柱」は何をあらわすのか・・・ 

 

大型化した大集落が 縄文中期末以降の寒冷化による森や海の変化によって、集落が維持できず、分散移動を余儀なくされ

た集団の共同墓地・祭祀の場所と考えられている。また、石棒は生殖・再生のシンボルといわれている。でも、集落内に立

つ立石の数々や巨大柱にまで広げると もっと広い永遠・「再生・命の継続」と言った願いがこめられているのではないでし

ょうか････ 

 三内縄文遺跡で講演された森本哲郎氏はこの「柱（ハシラ）・ハシ」の言葉に「異界をつなぐ」という意味を説き、後に「端・

橋・箸・梯・柱・艀」などに当てられる意味から「天上と大地 生者と死者」をつなぐシンボルを見る。 

諏訪大社御柱祭 伊勢遷宮御柱はそんな縄文の祭祀の今の姿なのかもしれない。 

「縄文人はすばらしい景色が広がる高台に住んでいた」が私の縄文遺跡を巡った印象。 

それからすると私の感じもそれに近い。 

 

「柱」に「異界をつなぐ」意味を見出し、「サークル」は「大地・自然・集落」か??? 

「円」と「柱」は それこそ森の民 縄文人が毎日みなれた森、畏敬する自然か  

そして、それらを通して亡くなった祖先と対話し、永遠と再生を願う。 

 

石棒を中心に回りに石を配する三内丸山遺跡の小型のストーンサークル墓が立ち並ぶ墓の道 

埋葬された死者が天空と大地・村を通う出入り口がストーンサークルではないか???? 

そしてこの円環が大地・村・自然へと広がっていったのではないか???  

もちろ、死者と生者とをつなぐ?????  

これらと同じようにして、数々の縄文の円環が意識され、展開して行ったのではないだろうか・・・・  

1. 縄文が色濃く残る東北には今も屋敷庭墓が残る。 

2. 縄文の竪穴住居の入り口付近には、幼児・胎児を埋葬した甕と石棒 .  

3. 広場・墓地を中心とし住居がそれを取り囲む環状集落  

4. 土偶. 縄文土器  現代に通じるダイナミックなエネルギーとその形・文様にこめた願いと祈り 

これらの縄文時代を代表する精神文化・遺物も 「縄文の宝物」として、輝いて見える。 

天空にまっすぐ立つ巨木にエネルギーを感じて数々のモニュメントが造られた「円＋柱」。それが 生活の場「村・大地」そ

して「山」「森」の「自然」を表わし、「自然への畏敬と対話を通じて、共に永遠の命を願う心」が「縄文の心」「日本人の心」

として今にまで 連綿とつながっているのではないか？？？？ 

縄文遺跡に立ち、眼前に広がる大自然のパノラマの爽快感を味わいながら、そんなことを思い浮かべます。 

縄文遺跡そして ストーンサークルに代表される円環遺構にどんなイメージを感じられるでしょうか??? 

私の今までに歩いた縄文遺跡の円環遺構をそんな視点でリストアップして、整理しました。 

 

○ 参考資料 

1.三内丸山発信の会「縄文ファイル」 赤坂憲雄氏および森本哲郎氏講演・対話ほか 

2.縄文文化の超自然観 -死と再生のシンボリズム･ 明治大学蛭川研究室公開資料 世界の人類学より 整理 

http://www.kisc.meiji.ac.jp/~hirukawa/anthropology/area/ne_asia/Jomon/index.htm 

3. 発掘された日本列島 2005 & 2006 ほか  

4. 三内丸山遺跡から縄文列島へ「縄文文化の扉を開く」  

5. 三内丸山遺跡と北の縄文世界 ほか 

6. Mutsu Nakanishi H.P. 「和鉄の道縄文遺跡を訪ねる Country Walk」遺跡訪問記より 

 



 

 

 



      「 縄文の心を映すストーンサークル -縄文の円環を訪ねて- 」 

 1. はじめに 

   ○ 縄文人の精神世界を語る赤坂憲雄さんの講演に魅せられて、縄文を訪ねだしました  

◎ ストーンサークルは縄文の心・世界観を映す 

       ◎「戦さ・穢れ をしらず、死者を忌み嫌わず、心やさしき縄文人」 

「 日本人の心・和(環)を以って 貴し 」  

   ○ ストーン サークルに魅かれて 

     ストーンサークルに魅かれるのは その円環ばかりでなく、日時計状遺構の存在 

     これが なけれは、こんなに魅かれないだろう  この円環と日時計状遺構が人をひきつける   

     この円環と石柱 これが何を表し、一体となって どんな縄文の心・世界観を表すのだろうか・・・    

○ 縄文人の作り出した円環遺構 

土器文様をはじめ、縄文人は自分たちの生活の中で 数々の「円環」「同心円」のパターンを繰り返し使っている。 

そして、彼らの残した遺構にも数々の「円環」が現れる。 

  環状集落 環状・馬蹄型貝塚 馬蹄型盛土 環状列石 周堤墓 ウッドサークル 

 

そんなことに魅かれて、縄文のストーン サークルはじめ、縄文人が作り出した円環遺構を訪ねました。  

これには結論がありません。  

わたしの話もかつて、訪ねた縄文人の円環遺稿のアルバムを提供しますので、それぞれで、考えていただきたい。 

 

2. 定住村の形があらわす縄文の「精神文化・世界観」を考える【中西の勝手な思い】 

 

  1. 共同墓地のある広場を住居群が取り囲む縄文の環状集落 

岩手県西田遺跡・長野県梅ノ木遺跡・井戸尻遺跡・是川風張遺跡・御所野遺跡 

     そして、小さなストーンサークルが道脇に建ち並ぶ墓の道がある三内丸山遺跡 

この心が自然と円環集落を作り上げ、自然の中にある「円」と「柱」を強く意識させた???? 

 

       2.  縄文人の精神文化を支える「円」と「柱」 

○ 円柱と柱に「自然への恵みと畏敬」「命・再生の願い」をかけたのではないか ??????? 

 円        :  自然 大地・太陽 

 柱 ハシ・ハシラ ;  天上と大地 生者と死者等々異界をつなぐ (森本哲郎さんの説) 

 諏訪大社 御柱祭  伊勢遷宮御柱  端・橋・箸・梯・柱・艀 

天空にまっすぐ立つ巨木にエネルギーを感じて 数々のモニュメントが造られた 

「円＋柱」で 生活の場「村・大地」そして「山」「神奈備山」へと広がったのではないか????? 

○ 石棒を中心に回りに石を配する三内丸山遺跡の小型のストーンサークル墓が立ち並ぶ墓の道 

   埋葬された死者が天空と大地・村を通う出入り口が そのストーンサークルではないか???? 

      そして この円環が大地・村・自然へと広がっていったのではないか??? 

      もちろん、死者と生者とをつなぐ 再生のシンボル ?????   

   これら数々の縄文の円環を意識し、縄文の社会・文化が展開して行ったのではないだろうか・・・・ 

 

     1. 縄文人は死者を忌み嫌わぬ文化 それが連綿と東北には続く 屋敷庭墓⇔西日本埋葬墓と祈り墓の両墓製 

     2. お産・血に対する穢れ意識がない  住居内でのお産・住居の入り口付近に幼児・胎児の埋葬と石棒 

     3. 広場・墓地を中心とし 住居がそれを取り囲む環状集落  墓を作る意味 

     4. 土偶  土偶はすべて女性 土偶に込めた願い    

     5. 縄文土器  現代に通じるダイナミックなエネルギー  その形・文様にこめた願いと祈り 

 

○ 参考資料 

   1. 「縄文の自然観」  明治大学蛭川研究室 公開資料より 

   2.  赤坂憲雄講演・対話  三内丸山発信の会「縄文ファイル」より  

 

 



  3. ストーン サークル形成の目的と意味 

      ○ 定住生活と協業と階層の発生 

      ○ 定住化による人口増・気候の変化に伴う分村 

      ○ ストーンサークルの目的 

1. 分村にともなう共同祭祀の場 

    2. 分村に伴う共同の墓 

         3. バラバラになった村をつなぐ 階層の発芽     

4. ストーン サークルの変遷 

      ○ 三内丸山墓の道小型ストーンサークル→集落内ストーンサークル→集落外ストーンサークル 

           集落外ストーンサークルの位置 交通の要衝・地域を隔てる境界 

              三内丸山遺跡・長野県大野遺跡・大湯遺跡      

  5．縄文の心を映す「縄文の円環遺構」 

 



 

注) 太字で記した遺跡が、訪ねたことのある遺跡 通常字の遺跡は資料・インターネットで引っ張り出した遺跡です 

 

 

  6. まとめ  縄文のストーン サークルとは･･･ (Mutsu Nakanishi の私見 根拠はありません)  

 

縄文の円環遺構・円環紋様は「縄文人の絆・心の象徴」  

環状集落・ストーンサークル・ウッドサークル・周堤墓・渦巻紋様(土器・土偶ほか) 

ストーン サークルは共同墓地の性格が強く 同じ意識集団の祭祀の場でもある 

 再生・命の絆 それを天空・自然に求める縄文  



    ストーンサークルと日時計状配石・木柱列と御柱 それらは 生者と死者 集団 まだ見ぬ異界をつなぐ象徴 

縄文人はそれらを通じて会話しながら 定紋の社会・文化をはぐくんできたのではないか     

 

ストーン サークルと木柱列 その両方が一緒に立ち並ぶ縄文遺跡が、糸魚川 寺地遺跡にあるのをみつけました。 

ストーンサークルの東日本・ウッドサークルの北陸・御柱の諏訪・信州の文化圏の重なる 

縄文人交流の拠点 縄文の最大の交易品 翡翠の産出地 姫川に近い海を臨む糸魚川市青海の高台  

縄文中期から続く翡翠の加工工房集落 糸魚川 寺地遺跡 

そのジオラマが新潟県長岡市の県立歴史博物館にあり、当時の縄文の村・円環遺構を再現している 

 
                     糸魚川市 寺地遺跡 配石遺構 復元ジオラマ と遺構配石と木柱列の配置図    

 

東日本には数々の縄文の円環遺構が見つかっている。しかし、西日本・関西では まだ発見されていない 

関西にもストーンサークルはあるのだろうか・・・・ 

西日本の縄文人は「縄文人の絆・心の象徴」を何に求め、どこで 祭りをしたのだろうか・・・ 

          神奈備山と磐座 この流れが 西日本の中心か・・・・・ 

弥生の時代になると放棄されてしまうが、神奈備山と自然信仰・御柱そして各地に残る磐座は 時代を超えて受

け継がれ、日本人の心の象徴として息続いていくのではないか・・・・ 

 

● まとめ 

縄文の心を映すストーンサークル   皆さんには どう 映りましたでしょうか・・・・ 

本当に心休まる静かな空間 でも 関西には まだ 縄文の円環 見つかっていない 

                   2007.6.6. Mutsu Nakanishi 

  参考資料  

1. M.Nakanishi  縄文のストンサークル等 訪問 Country Walk 

            ○  縄文人の心を映すストーンサークル    東北 秋田・青森のストーンサークル 

         http://www.ne.jp/asahi/mutsuo/nakanishi/jstlaa07.pdf 

      ○ 日本最大の大型縄文貝塚 加曾利貝塚遺跡探訪  加曾利縄文貝塚公園 

         http://www.ne.jp/asahi/mutsuo/nakanishi/kasori.pdf 

      ○ 北陸・能登に点在する縄文のウッドサークル探訪     金沢チカモリ・能都真脇・小矢部桜町遺跡   

         http://mutsu-nakanishi.web.infoseek.co.jp/iron/4iron09.pdf      

            ○ 早春と冬が入り混じる｢北の大地｣を風来坊   北の縄文を訪ねて 

http://mutsu-nakanishi.web.infoseek.co.jp/pdfwalk/4walk05.pdf 

      ○ 日本人の心の故郷    縄文の集落がそっくりそのまま見つかった     

                        茅ケ岳山麓の北杜市梅ノ木縄文集落遺跡を訪ねる 

         http://mutsu-nakanishi2.web.infoseek.co.jp/iron2/hskzu01.pdf 

    2. 発掘された日本列島 2005 & 2006 ほか 

    3. 三内丸山発信の会「縄文ファイル」 

    4. 三内丸山遺跡から縄文列島へ 「縄文文化の扉を開く」 

    6. 三内丸山遺跡と北の縄文世界 

    ほか 



1. 縄文の時代区分と縄文文化  

1.1. 縄文時代の 時代区分   縄文時代は階層を発達させつつあった社会  

 縄文文化は西暦紀元前 11000 年～紀元

前 300 年ごろまで、いわゆる縄文土器

によって特徴づけられる文化。 

1 万年におよぶ縄文時代は、変化に乏し

かったわけではなく、大きな変化があ

り、通常 下記の６つの時代に区切ら

れる。日本列島に住み着いた人たちが、

森や川・海岸の高台に定住を始め、集

落が形成されると共に、狩猟・採取か

ら栽培・共同漁労など集団・社会を形

成してゆく過程にあり、階層を発達さ

せつつあった社会であり、特に中期以

降 それぞれの地域で、華やかな縄文

文化を展開するとともに、交易・交流

も盛んになる。 

 

草創期 BC1100 ～ BC7500   土器・石鏃の使用が始まり、定住化が進む。 

 

早  期 BC7500 ～ BC4100    小型の土偶つくられる。数個の竪穴住居で一集落を構成する。 

縄文の海進が始まる人口約 2 万人。 

 

前  期 BC4100 ～ BC2700   竪穴住居が広場を囲んで集落をつくる。気候温暖で海面・気温上昇（縄文海進） 

進む。現在の内陸部に貝塚。湖沼の発達により丸木船がつくられ漁労活動開始。 

常緑照葉樹と落葉照葉樹の豊かな森の形成  人口約 10 万 5000 人。 

 

中  期  BC2700 ～BC2000     立体的文様のある大型土器が流行する。三内麿山遺跡など集落の規模が大きく 

なり東日本では大規模環状集落が発達。植物の栽培をうかがわせる。 

海岸線ほぼ現在に近くなる。大型貝塚形成。石棒・土偶などの呪物が盛んに作 

られる。石柱祭壇。抜歯の風習が始まる。気温低下始める。人口約 26 万人。 

 

後 期  BC2000 ～BC1000   温暖から寒冷へ。森の様相が変化し東日本では集落移動がおこる。 

交易目的の漁労民発生。大型貝塚。製塩土器。製塩専業集団、塩媒介集団、塩消 

費集団。 

伸展葬。大湯環状列石などストーンサークルが東北・北海道地方に集中形成。 

ウッドサークル（巨大木柱遺跡）。敷石住居址。人口 16 万 300 人。 

晩 期 BC1000 ～BC 350    東日本で亀ヶ岡文化。 北九州で水田耕作が始まる。 

人口 7 万 5800 人。 

 

  

 

 



1.2.  縄文時代に花開いた文化 

 



 

 

 

 

  
 

 

 

 



2． 縄文の心を映すサークル 「サークル」遺構のある縄文遺跡リスト 

 



 
注)太字で記した遺跡が、訪ねたことのある遺跡通常字の遺跡は資料・インターネットで引っ張り出した遺跡です 

 



3. 円環遺構を有する縄文遺跡 【1】  縄文の心を映す円環遺構 

                 みなさんには どのように 映るでしょうか･･･… 

 

  ● 馬蹄形盛土と環状集落 

 

垣の島遺跡 馬蹄型盛土     縄文の環状集落梅ノ木遺跡  集落内環状列石大野遺跡  

 

御所野遺跡 環状集落・配石遺構・馬蹄型盛土遺構 

● ストーン サークル 

 

三内丸山遺跡墓の道  

 

秋田 伊勢堂岱遺跡 C 環状列石と A 環状列石  



 

青森 小牧野遺跡                  秋田 大湯環状列石  

 
北海道 小樽市忍路海岸 環状列石群  

 

北海道 森 鷲ノ木５環状列石 

● 北海道 千歳の周堤墓 

 

 

北海道 千歳市 キウス周堤墓群 



● 環状貝塚 

 

 

千葉 加曾利大型貝塚 

● 雪深い北陸に出現した縄文のウッドサークル  

 



 

金沢市チカモリ遺跡                石川県能登 真脇遺跡 

 
 野々市町 御経塚遺跡でも ウッドサークルと同じ木列が発見 大型樹居かも??? 

でも 住居だと内部に何も見つからないのが 不自然････ 

 

 

4. 円環遺構を有する縄文遺跡 【2】  

4.1. 縄文中期 出現期のストーンサークル 集落内環状列石  

● 大野遺跡（長野県大桑村）の環状配石遺構 (縄文中期４千数百年前） 

http://www.interq.or.jp/www1/chungush/kiso/iseki.files/iseki_1.htm より 

大桑村長野の大野遺跡は、縄文時代中期後葉

（約 4 千年前）の環状配石遺構（ストーンサー

クル）で、竪穴式住居跡のほか、直径 20ｍほど

の環状配石遺構が、ほぼ完全な形で発見された。

ストーンサークルは、祭祀の場や墓地などと考

えられている。日本でこれまで発見されたもの

では、最も古い。 

また、同心円状に存在する住居跡と一緒に見つ

かる例は少なく貴重な例。また、遺跡の北側に

は直線状列石が見つかり、集落を区画するよう

な形になっていますが何を意味するかわから

ない。 

ストーンサークルを中央広場として、その外側

に住居跡、高床式、地面に直接建った高床倉庫、

平地式倉庫、その外側に住居跡が点々とある。 

環状列石を中心に同心円として真ん中には広

場、環状列石、建物さらにその外側に竪穴の住 

居跡がまわるという同心円。  
村の中にあるストーンサークル大野遺跡 縄文中期



ストーンサークルの内は祭祀、お祭りの中央広場でそれを囲むように石が配され、石の下に、お墓があり、墓石

として石を置き、結果としてまるく輪になった。 中央広場は縄文時代当時においては、非常に神聖な場所で人が

住む住居跡のある俗世間、中央の聖なる場所と俗世間を区画する意図がある。 

 

● 三内丸山遺跡 縄文中期の墓の道 三内丸山遺跡のストーンサークル群 

  縄文中期 中葉 4500 年前  

三内丸山遺跡 縄文中期の墓の道   

 

4.2. 時代と共に進化する縄文のストーン サークル   

●  進化する縄文のストーン サークル石の数・石組みの複雑化・大規模な土木工事 

 

      左上 三内丸山遺跡中期中葉 4500 年前           右上 大湯のストーンサークル後期 4000 年～3500 年前 

     左下 北海道鷲ノ木遺跡 後期前半 4000 年前    右下 秋田伊勢堂岱遺跡  

                永遠の未完成 進化するストーンサークル  三内丸山縄文の会「縄文ファイル」より 

 



● 集落内から 大規模な集落外ストーンサークルへ  

 
縄文後期 4000 年～3500 年前  ←  縄文中期 後葉 4000 年前   ← 縄文中期中葉 4500 年前 

 

 

5. まとめ   縄文のストーンサークルとは･･･   

(根拠はありませんが Mutsu Nakanishi の私見)  

 

環状集落・ストーンサークル・ウッドサークル・周堤墓など縄文の円環遺構は「縄文人の絆・心の象徴」 

そんな中に建つ立石や木柱がある。 これらを通して、縄文人は自然や祖先と対話し、永遠の命・再生を願

い、共に生きることを確かめ合ったのではないか･･･ 

ストーンサークルは共同墓地の性格が強く同じ意識集団の祭祀の場でもあることが、明らかになりつつある。 

 

「柱」に「異界をつなぐ」意味を見出し、「サークル」は「大地・自然・集落」か・・・ 

「円」と「柱」は それこそ森の民 縄文人が毎日みなれた森、畏敬する自然か  

そして、それらを通して亡くなった祖先と対話し、永遠と再生を願う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 柱・立石」「ストーンサークル」が揃った縄文中期から続く翡翠の加工工房集落 

              糸魚川 寺地縄文集落遺跡 



ストーンサークルの東日本・ウッドサークルの北陸・御柱の諏訪の文化圏。 

それらが重なる縄文人交流の拠点姫川に近い海を臨む糸魚川市青海の高台に「柱・立石」「ストーンサークル」

が揃った縄文中期から続く翡翠の加工工房集落がある。 

そして、そのジオラマが新潟県長岡市の県立歴史博物館にあり、当時の縄文の村・円環遺構を再現している。 

 

「縄文人はすばらしい景色が広がる高台に住んでいた」が私の縄文遺跡を巡った印象。 

自然の大パノラマを前に思いをめぐらすとき そんな感じがする。 

「サークルと柱」は再生・命の絆 それを天空・自然に求める縄文の象徴ではないだろうか・・・・  

 

東日本には数々の縄文の円環遺構が見つかっている。 

しかし、西日本・関西では まだ ストーンサークルはまだ発見されていない  

関西にもストーンサークルはあるのだろうか・・・・  

北陸のウッドサークル 木柱列が滋賀県近江の能登川にもあるという。(能登川 正楽寺遺跡 縄文後期)  

 

西日本の縄文人は「縄文人の絆・心の象徴」の象徴を

何に求め、どこで どんな祭りをしたのだろうか・・・  

縄文の自然の中ではぐくまれ、縄文から延々と受け継

がれてきた神奈備山と磐座が日本各地に広く存在する。 

この流れが 西日本の縄文の痕跡かもしれないな

あ・・・とふっと思う。 

東北など東日本に残るストーンサークルをはじめとす

る｢円環｣遺構とともに神奈備山・御柱や自然信仰 

そして各地に残る磐座は時代を超えて受け継がれ、

数々の伝承が伝えられてきた。 

これからも、｢ふっと われに返ったとき｣ これらが 

日本人の心の象徴として受け継がれていくのかも知れ

ない。    

 能登川 正楽寺遺跡 縄文後期  想像図 

        2007.6.6. Mutsu Nakanishi          www.town.notogawa.shiga.jp/acic/tenkomori/fudo_iseki1.pdf より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    2007.6.6. 川西縄文の会レビューまとめ 2009.1.5. 加筆整理 

参考資料 

1. M.Nakanishi 縄文のストンサークル等訪問 Country Walk  

○ 縄文人の心を映すストーンサークル東北 秋田・青森のストーンサークル  

http://www.ne.jp/asahi/mutsuo/nakanishi/jstlaa07.pdf 

○ 日本最大の大型縄文貝塚加曾利貝塚遺跡探訪加曾利縄文貝塚公園  

http://www.ne.jp/asahi/mutsuo/nakanishi/kasori.pdf 

○ 北陸・能登に点在する縄文のウッドサークル探訪金沢チカモリ・能都真脇・小矢部

桜町遺跡  

http://mutsu-nakanishi.web.infoseek.co.jp/iron/4iron09.pdf  

○ 早春と冬が入り混じる｢北の大地｣を風来坊北の縄文を訪ねて  

http://mutsu-nakanishi.web.infoseek.co.jp/pdfwalk/4walk05.pdf  

○ 日本人の心の故郷 縄文の集落がそっくりそのまま見つかった  

茅ケ岳山麓の北杜市梅ノ木縄文集落遺跡を訪ねる  

http://mutsu-nakanishi2.web.infoseek.co.jp/iron2/hskzu01.pdf  

2. 発掘された日本列島 2005 & 2006 ほか  

3. 三内丸山発信の会「縄文ファイル」 

4. 三内丸山遺跡から縄文列島へ「縄文文化の扉を開く」  

6. 三内丸山遺跡と北の縄文世界  

ほか 



 



 



   縄文の社会と文化 概 説  

 

縄文文化の超自然観 -死と再生のシンボリズム･ 明治大学蛭川研究室公開資料 世界の人類学より 整理転記 

http://www.kisc.meiji.ac.jp/~hirukawa/anthropology/area/ne_asia/Jomon/index.htm 

 

人口が急増し、精神文化の遺物を多数残した中期以降の東日本の文化に焦点を当てて 縄文の社会・文化がわかり

やすく 全体を概説されていたので、その資料を整理・転記して、縄文の精神生活を考えるのバックホーン解説

としました。  

（自分の理解したところで、抜粋・要約作ろうとしましたが、ほぼ整理・転記となってしまいました。 

詳細 正確には上記インターネットサイトより 原文をごらんください。)  

 

階層を発達させつつあった社会 

■ 縄文人は文字を残さなかった。弥生時代、日本列島に大規模な文化の流入があったため、縄文人が弥生文化以 

降の日本人の直接の祖先かもはっきりしない。 

その言語人類学的系統は不明だが、前半は古アジア諸語、後半はオーストロネシア語族などとの関係が指摘

されている。 

■ 縄文人は狩猟・採集をベースにしながらも、高度な漁撈と根菜・雑穀の単純農耕を行い、定住性の高い社会を

つくっていた。  

（写真：長野県与助尾根遺跡復元集落/中期/茅野市尖石縄文考古館） 

■ 集落の構造や遺体の埋葬方法からみて、明確な社会的階層は存在しなかったと考え  

られる。埋葬人骨の抜歯パターンによる分析や子どもに対する副葬品の分析を合わせ 

て考えると、縄文社会は基本的には母系的な部族社会であったが、晩期北日本の亀ヶ 

岡文化では、北米北西海岸にみられるような、高度な漁撈にささえられた、より父系   

的な首長制社会が形成されていったらしい。 

また前期～後期の中部・関東で発達する環状集落には２分節、４分節の構造がみられ  

るので、単系出自・双分制、さらには重系出自・四分制の親族組織が存在した可能性 

がある。（縄文文化と関係が深いとされるアイヌの社会は重系である。）  

 

政治的指導者と宗教的職能者  

■ また後期以降には、埋葬法は一般人と同じでも、一部の人物が装身具とともに葬られていることがあり、 政

治的な首長ないし宗教的職能者であった可能性が高い。 

腰飾りは男性に多く、貝輪は女性に多く、ヒスイなどの石の玉、耳飾りは男女双方が身に

つけている。このことから、あるていど男女の政治・宗教的分業が行われていたことがう

かがえる。  

（写真：ヒスイ製大珠/晩期/山梨県金生遺跡/大泉村歴史民俗資料館） 

■ 一般に、狩猟・採集社会では男性の脱魂型シャーマンが政治的リーダーでもあり、農  

耕・牧畜社会になると、男性の祭司的首長と女性の憑霊型シャーマンが分化する。こ  

のモデルにしたがえば、まさに縄文時代にこの分化のプロセスが進行したものと考え 

られる。  

■ しかし、かりに、もっとも希少であったヒスイの首飾りを政治的首長の象徴と考える  

と、縄文社会では男女の両方が政治的なリーダーになることができたということにな 

る。さらに、腰飾りを祭司的男性、貝輪をシャーマン的女性の象徴とすると、たとえ 

ば福岡県の山鹿貝塚（後期）から出土した、玉と多量の貝輪を同時に身につけていた 

成人女性は、シャーマンと首長を兼任する存在だったということになる。これは、職 

能者の分化の一般モデルにはあてはまらない。そして逆に、弥生時代以降の文献にあ 

らわれる、シャーマン的女王との連続性をうかがわせる。  

（写真：ヒスイ製首飾りをつけた女性像/茅野市尖石縄文考古館） 

 

 

 



 

土偶と女神信仰 

■ 土偶は縄文文化を特徴づける呪物である。北部ユーラシアの旧石器時代にみられる、いわゆ

るヴィーナス像の系譜を受け継いでいる。前期以前は平たい、シンプルな板状土偶が主流だ

ったが、中期以降は多様な形態を持った立体的な土偶がつくられるようになる。  

（写真：「縄文のヴィーナス」/長野県棚畑遺跡/中期/茅野市尖石縄文考古館） 

■ 土偶の用途については諸説あるが、その大多数が女性の姿であることからみて、なんらかの 

女神崇拝があったと考えられる。  

■ 土偶の中には、合掌しているような姿勢のもの（写真左：青森県風張遺跡/  

後期/八戸市博物館）や、仮面をかぶっているような形をしているもの（写 

真右：長野県中ツ原遺跡/後期/茅野市尖石縄文考古館）がある。これらが、  

シャーマンなどの宗教的職能者の姿をかたどったものだという可能性もあ 

る。もしそうなら、縄文社会の宗教的職能者の大半は女性 だったというこ 

とになる。  

■ 後期～晩期の東北地方を中心に出土する、しゃがんだ姿勢の「屈折土偶」 

は、背中が平らなものがあることからみて、座っているのではなく仰向け 

になって出産の姿をあらわしている   

という解釈もある。いずれにしても土偶が象徴しているのはあきらかに「母としての女」であって、もしこれ 

が宗教的職能者のイメージだとすると、未婚の「姉妹としての女」としての色彩の濃い弥生時代以降の巫女と 

は微妙に意味がずれることになる。  

■ 土製の仮面は後期～晩期の東日本に多く出土する。人間の顔と同じぐらいの大きさ

で、左右に紐を通すための穴があいているものもあるので、じっさいに儀礼や舞踊

に使われたらしい。 （写真：土面/長野県下原遺跡/中期/東京国立博物館） 

■「仮面土偶」は、長野県中ツ原遺跡、縄文後期の墓地から出土した。人骨は残ってい 

なかったが、被葬者の頭部にかぶせたものらしい鉢があわせて出土した  

■ 骨が残りやすい貝塚からは、じっさいに鉢を被せ葬られた人骨が発見されている。 

写真は千葉県さら坊貝塚で発見された、縄文時代中期後葉の中年女性の遺骨（千葉 

市立加曽利貝塚博物館）で、左腕に、おそらくはシャーマンのシンボルである貝輪 

をはめている。土偶がシャーマンをかたどったものかどうかはともかく、縄文のシ 

ャーマニズムにおいて重要な役割を果たしていたであろうことはまちがいない。  

 

「殺された女神」仮説  

■ 土偶の、妊娠しているという特徴は特異なものである。未来の考古学者がわれわれ 

の文化の遺物を研究しても、裸体の女性を崇拝？していたと考えるかもしれないが、

そこで崇拝されているのは性の対象としての女性であって、母としての女性ではない。

縄文文化からは、アンデスのモチェ文化のよう 

な、性行為を行う男女の像なども見つかっていない。  

■ 妊婦であるという特徴を重視すれば、土偶は安産・多産の女神だという解釈がもっと も自然だといえる。  

■ しかし、それだけでは、壊されたり、埋葬されたりしているという奇妙さが説明でき ない。数千年前の土製 

品が割れることはむし当たり前なので、意図的に壊されたこ とを証明することは難しいが、 同じ土偶の破片 

が遠く離れた場所から見つかる。   

土偶を X 線で調べると、あらかじめ壊すこと

を前提にしたような造られかた（分割塊作成

法）をしているなどの間接的な証拠が挙げら

れている。 

（写真：土偶の X 線写真と分割塊作成法 

/山梨県釈迦堂遺跡博物館）  

 

 

 

 



 

■ また、神話学の知見からは、殺され、埋められた女神の身体の各部から各種の栽培植物 

が発生するという、オーストロネシア文化圏などにみられるハイヌウェレ神話との関係 

が指摘されている。 日本では『古事記』のオホゲツヒメ神話、『日本書紀』のウケモチ 

ノカミ神話にハイヌウェレ神話素がみとめられる。 

■ 縄文人は、土偶を壊し、その身体の一部を埋葬することで、豊穣を祈ったのかもしれな

い。  

（写真：土坑に埋葬された状態で発見された土偶/山梨県釈迦 堂遺跡/釈迦堂遺跡博物館） 

■ しかし、ユーラシアのヴィーナス像は旧石器時代に多く発見され、土偶も縄文草創期から出現するので、縄文 

中期以降に粗放 農耕が行われていたとしても、土偶祭祀と農耕を直接結びつけることはできないとして、北 

方狩猟民の家の守り神と結びつける考えもある。また、土偶だけでなく石棒にも意図的に壊された形跡があ 

り、一般に使い終わった呪物は壊してから破棄するという観念があったのかもしれない。 

  

容器のデザイン  

 

 

 

 

 

 

■ 中期の勝坂文化圏で出土する人面付深鉢や人面付釣手型土器は、それぞれ、食物の調理と火を灯す用途に使わ 

れたものら しい。いずれも妊婦のような形をしており、人面把手付深鉢の中には子を出産しつつある姿が描 

かれているものもあるの で、これらの土器は＜容器としての女性＞を象徴しているといえる。 

（写真左：人面把手付深鉢/中期前半/長野県梨ノ木遺跡/茅野市尖石縄文考古館）  

■ そのほかにも、岡本太郎(1973: 42)をして「超現代的日本美」と言わしめた縄文土器の模様、とくに「火焔土 

器」（写真中：馬高式深鉢/中期/新潟県馬高遺跡/東京国立博物館）や、「水煙土器」（写真右：曽利式深鉢の「水 

煙把手」/中期/山梨県釈迦堂遺跡/釈迦堂遺跡博物館）など、中期の深鉢には不思議な隆起線文様が描かれる 

ことが多く、シャーマン的意識状態で体験されるサイケデリックなヴィジョンを思わせる。  

■ たとえば、アマゾンの根菜農耕民シピボの、妊婦をかたどった、顔の付いた壺の表面には、サイケデリック植 

物であるアヤワスカを摂取したときに見える、不思議な幾何学模様が描き込まれている。縄文土器が同じよう 

な意味を持つ可能性もじゅうぶんに考えられる。  

 

他界と交流する技法  

■ 縄文のシャーマニズムはおそらく脱魂型か  

ら憑霊型へ移行していったものと考えられ 

るが、脱魂型の色彩の濃い時代には、太鼓や 

向精神薬などの積極的な意識変容技術をと 

もなっていたはずである。  

■ 縄文人が使用していた楽器の証拠あまり多 

くないが、おもに中期に 出土する土鈴、土 

笛・石笛がある。ほかに、晩期の東北で出土 

する箆形木製品は弦楽器の一種だったと考えられ 

ている。  

■ 特異なものとしてひときわ目を引くのが有孔鍔付土器である。ややこしい名前だが、ようするに、口の部分に 

ほぼ等間隔で小さな穴が開けられており、見るからに太鼓のようである  

（写真左：山梨県釈迦堂遺跡/中期/釈迦堂遺跡博物館） 

■ 1990 年には土取利行(1990, 1999)により「縄文鼓」の実験的な復元と演奏が行われた。  

（写真中：鹿皮を張って太鼓型に復元した有孔鍔付土器 /茅野市尖石縄文考古館） 

■ いっぽう、有孔鍔付土器の中からヤマブドウの種子が発見されたことや、注口部を持つものがあることから、

これを一種の酒樽とする説もある(武藤, 1970)。この場合、口につけられた穴は、醸造のさいのガス抜きない

し装飾用だと解釈される。 （写真右：羽根飾りをつけて復元された有孔鍔付土器/富士見町井戸尻考古館） 



■ しかし、太鼓にしても酒にしても、意識の状態を変容させ、霊的な世界とコンタクトするために使われたとい 

うことには変わりはない。またどちらも日本の土着信仰＝神道の儀礼には欠かすことのできなかったもので 

あり、弥生以降の文化との連続性を感じさせる。  

■ 酒以外に、日本列島の自然条件で、意識状態を変容させる向精神薬として使用された可能性が考えられるのは、 

麻、ベニテングタケ、シビレタケなどのシロシビン系キノコ、そしてヒキガエルである。  

■ 中期の勝坂文化圏から出土する土器、とくに有孔鍔付土器には蛇やデフォルメされた人物像が描かれることが 

多いが、これをカエル（の精霊？）と解釈し、古代中国のヒキガエル崇拝と結びつける考えもある  

(井戸尻考古館・田枝, 1988)。（写真）縄文人はイヌやイノシシなど身近な動物たちを写実的にかたどった土製

品を多数残しているが、その伝統の中で奇妙にデフォルメされた動物像は異彩を放っている。それは、あたか

も身近な精霊たちを「写実的に」かたどったものであるかのようだ。 

■ アサ（大麻）は縄文前期にはすでに縄や布として利用されていた。ただしそ

れが繊維材料ではなく向精神薬として用いられたかどうかはわからない。『魏

志倭人伝』には弥生時代の西日本で酒が好まれる一方、麻の栽培が行われて

いたことが書かれているが、それが向精神薬として用いられていたという記

述はない。しかしその後も大麻は神道の伝統の中では神聖な植物でありつづけた。 

（写真：福井県鳥浜遺跡/前期/福井県立若狭民俗資料館）  

■ 東北～北海道の縄文後期の遺跡からは、しばしば環状列石にともなってキノコ 

形の土製品が出土する。キノコが神聖な植物とみなされていた可能性があ るが、 

こ れが古代メソアメリカにあったような、向精神性のキノコ崇拝なのかどうか 

はわからない。傘が凸状のもの、凹状のもの、赤く着色されている ものなど、 

いろいろな形態のものがあるが、どれもベニテングタケやシビレタケ類のキノ 

コには似ていない。  

（写真：青森県観音林遺跡/後期/五所川原市歴史民俗資料館）  

 

再生への信仰？ 

■ 縄文時代の葬送法は土葬で、楕円形の土坑墓に手足を折り畳んで葬る屈葬が一 

般的だった。これは、伸展葬が一般的となった弥生時代以降とは対照的である。  

岩を胸に抱かせて葬る抱石葬がみられることもあるので、正常死か異常死かを 

問わず、縄文人は死者がよみがえってくるのを恐れていたという解釈がある。 

逆に、屈葬は子宮の中の胎児の姿であり、再生への願望をあらわしていた、と 

いう解釈もなりたつ。あるいは、たんに土を掘る労力を節約したのだという解釈 

もある。  

（写真：屈葬された男性/千葉県加曽利貝塚/後期/千葉市立加曽利貝塚博物館）  

■ 中期～後期の中部・関東に発達する環状集落は、中心に墓地、周縁に居住地 

という構造を持っている。死者を穢れたものとして周縁化するよりはむしろ、 

積極的な祖先崇拝のような観念があったことをうかがわせる。  

■ 中期以降には遺体を甕棺に入れて埋葬することもあったが、そのほとんどが 

胎児か乳児で(菊池, 1983)、流産・死産の子を特別に葬ったと推測される。 

これにも、死んだ子を子宮＝甕棺に戻して再生を願うという意味があったの 

かもしれない。  

■ 縄文後期の関東でよくみられる柄鏡形住居（敷石住居）の入り口には、甕棺 

らしい土器が埋められていることが多く（埋甕）、胎盤、あるいは流産・死産

児の遺体を収めたものだと考えられている。  

（写真：東京都新山遺跡/中期/東久留米市教育委員会） 

■ これを、死産児の遺骨を、住居の近辺のトイレや玄関など、女性がよくまたぐ場所に 

埋葬して再生を願うという、近年まで残っていた風習と結びつける考えもある。  

■ 長野県唐渡宮遺跡から出土した埋甕（写真右：中期/富士見町井戸尻考古館）には、性 

器を広げた女性の姿が描かれている。そこから下に伸びる線は、赤ん坊にも見えるし、 

子どもの魂が立ち昇って子宮に帰っていくように も見える。  

 

 



■ 埋甕の中には、上下を逆にして底部に穴を開けたものも多い（逆位底部穿孔埋甕）。 

子どもの霊魂が抜けていけるようにとの配慮だろうか。  

（写真右：山梨県釈迦堂遺跡/中期後葉/釈迦堂遺跡博物館）  

 

配石の世界観  

■ 中期～後期の中部・関東では、男性器をかたどった石棒が、ふつう住居の中、とくに入口-炉 

端-奥壁に立てられるようになる。石棒は土偶と同様意図的に壊されたり、意図的に焼かれた 

りしているものが多く、なんらかの儀礼的意味を持っていたと考えられる。  

■ 土偶とは違い、男根崇拝は現在の日本の民俗社会にもみられるもので、ふつう、女性が石や木の男根に触れる 

ことで、子宝に恵まれると信じられている。縄文の石棒にも、同じような、生殖力への崇拝という意味があっ 

たと考えることができる。  

■ 柄鏡形住居の入口では、石棒と埋甕が対になって出土することもある。埋甕＋石 

棒（あるいは柄鏡形住居全体＋石棒）＝女性器＋男性器＝妊娠・出産（再生）と 

いう象徴的な構造が考えられる。棒状のものをなんでも男性器、穴や容器をなん 

でも女性器とみなす象徴論は、やりすぎるときりがないが、少なくとも石棒の一 

部が確実に男性器をかたどっていることは間違いない。  

（写真：新潟県籠峰遺跡/後期～晩期/中郷村教育委員会） 

■ 石棒は晩期の東北を中心に、男性器の写実的表現を離れ、石剣、石刀などのより抽象的 

な形態に発展していく。また中部・北陸地方では、石棒は「石冠」に発展する。ひとつ 

の石に男性器のような突起と女性器のような溝の両方が彫り込まれているものが多く、 

ここにも女／男とい 

う象徴的二元論をみてとることができる。 

（写真：石剣/山梨県金生遺跡/晩期/大泉村歴史民俗資料館）  

■ 配石は北海道から九州まで、縄文時代全体をとおしてつくられた。祭祀の場所だったと 

考えられているが、同時に墓地だったことが確認されているものも多い。  

■ 住居の中に置かれた小型の石棒とは別に、縄文後期には大型の石棒が配石の中心など、 

屋外に立てられるようになる。 配石墓の中央に建てられた石棒には、抱石葬同様、死者 

の霊を鎮める意味があったのかもしれないし、逆に、死者の再生を願うシンボルとして 

の意味があったとも考えられる。（写真：復元配石/山梨県金生遺跡/晩期）  

■ 後期の東北地方を中心につくられた環状列石（ストーンサークル）は墓石だったらしい。  

また後期～晩期の北海道では環状土籬（周提墓）が、北陸では、環状木柱列（ウッドサ 

ークル）がつくられた。  

■ 環状集落などの構造もあわせて考えると、縄文人の世界観は、北/南、山/ 

海のような直線的な二元論ではなく、円環的で同心円状だったといえる。 

しかし、写真右の野中堂環状列石のように、おおよそ東西南北の四方向 

に大きな石が置かれているのをみると、縄文人は東西南北という方位をあ 

るていど意識していたことがうかがえる。環状集落にも四つに分節されて 

いるものがあること、土器の模様は４を単位とするものがもっとも 

多いことも視野に入れると、縄文文化に四分制的世界観が存在したことも想 

定できる。  

（写真右：秋田県大湯遺跡野中堂環状列石/後期/鹿角市教育委員会）  
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